
2026年 1月 19日 

   

個人向けインターネットバンキング不正検知プラットフォーム 

「Detecker（ディテッカー）」の導入について 

名古屋銀行（頭取 藤原 一朗）は、金融犯罪の増加に対抗する手段として、株式会社ACSiON

（代表取締役 安田 貴紀、瀧下 孝明）が提供する不正検知プラットフォーム「Detecker」を導

入いたしましたので、下記の通りお知らせします。 

本プラットフォームは、インターネットバンキングを利用した非対面取引を行う際のログイン

情報や操作履歴等から、不正な取引が行われる前に不正の兆候を検知するサービスです。 

当行は今後も、お客さまの財産をお守りするという銀行の社会的使命を果たすため、金融犯罪

の未然防止に向けた取り組みを一層強化してまいります。 

記 

1．導入日 2026年 1月 19日（月） 

 

2．「Detecker」について 

名 称 Detecker（ディテッカー） 

サービス内容 
インターネット上の不正なアクセスや、不正な申込、不正な取引指示などを

検知するプラットフォームサービス 

 

3．株式会社 ACSiONについて 

代 表 者 安田 貴紀、瀧下 孝明 

所 在 地 東京都千代田区丸の内 1-6-1 

設 立 日 2019年 7月 16日 

事業内容 
・サイバーセキュリティ事業 

・データインテリジェンス事業 

備 考 
Detecker紹介ページ（ホームページ） 

URL：https://www.acsion.co.jp/detecker/ 

 

以 上 

https://www.acsion.co.jp/detecker/

